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2.府の令和５年度基金計画額 約57.5億円

区分Ⅰ-1：27.0億（47.0%）
地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に
関する事業（病床転換促進事業、近代化施設整備事業 等）

区分Ⅰ-2： 1.9億（3.2％）【Ｒ3追加】
地域医療構想の達成に向けた病床数又は病床の機能の変更に
関する事業（病床機能再編支援事業）

区分Ⅱ： 0.8億（1.3％）
居宅等における医療の提供に関する事業
（薬局の在宅医療推進事業 等）

区分Ⅲ： 22.1億（38.4%）
医療従事者の確保に関する事業 （病院内保育所運営費補助事業 等）

区分Ⅳ： 5.8億（10.1%）【Ｒ2追加】
勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業 （医師の働き方改革事業）

1.配分方針（R５年２月21日：厚生労働省通知）

 区分Ⅰ-１に200億円（19.4％）、区分Ⅰ- 2に195億円（19.0％）、区分Ⅱ及び区分Ⅲに491億円（47.7％）、
区分Ⅳに143億円（13.9%）を充当

 地域医療構想実現に向けた重点支援区域が属する都道府県、医師少数都道府県及び医師少数区域を
有する都道府県に対する配分額を加算 等
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3.スケジュール（見込み）
・３月31日 府基金計画の必要額を要望

・４月中旬～ 厚生労働省から各都道府県の要望内容について確認・調整

・８月以降 内示

（参考）令和元年度：11月、令和２年度：９月、令和３年度：８月（区分1-2のみ12月）、令和４年度：８月

・９月以降 都道府県計画の提出、交付決定

4.基金事業のＰＤＣＡ例

【圏域等からの意見】

医療・介護関係従事者及び住民へのACPの周知、
認識を高める活動が必要。

本人の意思を尊重することが今の医療では一番
大事と言われている。色々な情報を提供して
判断していただくことが重要。

【令和５年度基金事業】拡充

人生会議相談対応支援事業
人生会議（ＡＣＰ）の実践を促進するため、医療・介護従事
者のACP支援実践人材育成を支援するとともに、市町村が
主催する住民向けセミナー等への講師紹介や開催費用の
補助を行う予定。


